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研究成果の概要（和文）：研究成果としては、上場している製造業に特定した分析だけでなく、金融業や新規上
場企業の分析に関しても成果をあがることができた。また、経営者の報酬をもたらすと指摘されている利益管理
に関する研究成果も提供できた。金融業の非上場企業とされる信金の調査も行い、その結果も公表した。信金の
経営者報酬に関する研究もしており、今後はこれらの研究に関しても学術誌に公刊させていきたいと考えてい
る。

研究成果の概要（英文）：This research empirically focuses on not only corporate governance of listed
 manufacture firms but also that of financial intermediaries and non-listed firms in Japan. 
Additionally, this research extends to investigate whether or not earnings management might be 
opportunistically distorted because of weaker governance problems. Furthermore, the survey analyses 
of Shinkin banks are also occurred by this research. I will try to publish our discussion papers and
 unpublished articles including executive compensation of Shinkin Banks.

研究分野：企業統治
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１．研究開始当初の背景 
経営と所有の分離が進む昨今、経営者と株
主の利害が異なることから生じるエージェ
ンシー問題に関心が集まっている。Jensen 
and Meckling (1976, Journal of Financial 
Economics)により提唱されたエージェン
シー問題をどのように解消するかは、大き
な課題となっている。多様な株主が出資し、
株主所有構造が分散化しており、近年にお
いては、企業統治や報酬設計の観点から、
様々な研究が進められている。 
このような観点から、最適な報酬をどのよう
に設計するかというのは、大きな課題となっ
ている。本研究では、経営者報酬の設計の面
から企業統治に関する検証を深める必要性
を感じ、着想に至った。 
 
 
２．研究の目的 
本研究では、企業統治の面からエージェン
シー問題に関する検証を行う狙いがある。
企業統治に関する研究は米国で数多く成さ
れており、企業統治に関する制度改正に大
きな影響を与えている。ただし、本質的に
は異なるシステムや経営モデルを採用して
いる場合は、米国と我が国の違いを比較検
証する必要があると考えた。 
日本型の企業統治システムは、Market 
Oriented Systemとよばれる市場規律を重
視する米国の経営システムと異なるとされ
ている。たとえば、Aoki(1990, Journal of 
Economic Literature)では、メインバンク
などの銀行や他のステークホルダーが影響
を与える Relation Oriented Systemと指
摘している。 
また、日本型経営の特徴としては、短期的
な利益を求める欧米とは異なり、むしろ長
期的な利益を見据える傾向にあるとされて
いる。本研究では、日本型のシステムを考
慮したうえで、エージェンシー問題を検証
する狙いがある。 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、データ分析を基本とした分析を
主眼としている。分析対象となるのはデータ
が十分に整備されている上場企業である。本
研究では、規制産業であることを理由にあま
り分析されてこなかった金融業の分析も行
った。また、非上場から上場企業に変わる新
規上場企業の分析を行うなど、先行研究では
あまり扱われなかった研究も手がけている。
また、アンケート調査も行い、企業統治の実
態に関しても分析を行った。 
 
 
４．研究成果 
研究成果としては、上場している製造業に特
定した分析だけでなく、金融業や新規上場企
業の分析に関しても成果をあがることがで

きた。また、経営者の報酬をもたらすと指摘
されている利益管理に関する研究成果も提
供できた。金融業の非上場企業とされる信金
の調査も行い、その結果も公表した。信金の
経営者報酬に関する研究もしており、今後は
これらの研究に関しても学術誌に公刊させ
ていきたいと考えている。 
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